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※本丸櫓の呼称について
江戸時代の呼称については現状では不明です。
今後文献等の調査を継続しますが、この図では便宜的
に1 号櫓から7 号櫓までの番号を付しています。
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第5図　短期整備計画図
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第6図 植栽管理方針ゾーニング図
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